
広
報
富
士
河
口
湖

　
２４

第
26
回
富
士
河
口
湖
町
住
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会
の
お
さ
そ
い

第
11
回
「
河
口
湖
ろ
う
そ
く
能
」

薪
狩
り
倶
楽
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
１
周
年
記
念
「
町
民
無
料
デ
ー
」
に
つ
い
て

～
か
け
な
い 

 

す
わ
な
い 

 

の
ま
な
い
～
マ
ー
ジ
ャ
ン

 
 
 
 

雀
健
倶
楽
部
主
催
　
第
14
回
健
康
麻
雀
大
会

募

集

　
北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
『H

a
p
p
y
 
D
a
y
s

』
の
１
周
年
を
記

念
し
て
、「
町
民
無
料
デ
ー
」
と
「
平
日
割
引
」(

通
年)

を
設

定
し
ま
す
。

【
町
民
無
料
デ
ー
】

■
期
　
間
　
３
月
20
日
（
金
）
～
４
月
12
日
（
日
）

■
内
　
容
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）
８
０
０
円
↓
無
料

　
　
　
　
　
小
人
（
小
・
中
学
生
） 

４
０
０
円
↓
無
料

※
町
民
の
方
は
、
入
館
時
に
受
付
で
証
明
書
（
免
許
証
・
保

　
険
証
な
ど
）
を
ご
提
示
下
さ
い
。
小
人
は
、
保
護
者
同
伴

　
で
入
館
下
さ
い
。

【
平
日
割
引
（
通
年
）
】

■
期
　
間
　
年
末
年
始(

12
／
30
～
1
／
3)

、
ゴ
ー
ル
デ
ン

　
　
　
　
　
ウ
ィ
ー
ク(

4
／
29
～
5
／
5)

、
お
盆
（
8
／
8

　
　
　
　
　 

～
8
／
16
〔
2
0
0
9
年
度
〕
）
以
外
の
平
日

■
対
　
象
　
町
民
及
び
南
都
留
郡
、
富
士
吉
田
市
の
住
民

　
　
　
　
　
（
入
館
時
に
受
付
で
証
明
書
（
免
許
証
・
保
険

　
　
　
　
　
証
な
ど
）
を
ご
提
示
下
さ
い
。
小
人
は
、
保
護

　
　
　
　
　
者
同
伴
で
入
館
下
さ
い
。
）

■
内
　
容

　
◎
住
民
の
特
別
入
場
料

　
　
　
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）8
0
0
円
↓
5
0
0
円

　
　
　
　
小
人
（
小
・
中
学
生
） 

4
0
0
円
↓
3
0
0
円

　
◎
住
民
以
外
の
同
伴
者
の
特
別
入
場
料

　
　
　
　
大
人
（
高
校
生
以
上
）8
0
0
円
↓
6
0
0
円

　
　
　
　
小
人
（
小
・
中
学
生
）  

4
0
0
円
↓
3
0
0
円

※
小
人
2
名
以
上
は
、
人
数
に
関
わ
ら
ず
1
名
分
と
な
り

　
ま
す
。

●
問
合
先
　
北
原
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
℡
83-

３
２
２
０
）

　
　
　
　

■
日
　
時
　
４
月
13
日
（
月
）

■
場
　
所
　
河
口
湖
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

■
対
象
者
　
町
内
在
住
者

■
プ
レ
イ
代
　
１
万
円
（
税
・
カ
ー
ト
代
・
諸
経
費
含
む
）

　
※
但
し
、
２
Ｂ
（
バ
ッ
ク
）
は
追
加
料
金
　
２
１
０
０
円

　
　
　
　 

 

３
Ｂ
（
バ
ッ
ク
）
は
追
加
料
金
　
５
２
５
円

■
特
　
典
　
昼
食
付

■
申
込
期
間
　
４
月
９
日
（
木
）
ま
で
＊
申
込
み
用
紙
あ
り

●
問
合
先
　
役
場
２
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　 

℡
72
‐
１
１
１
２

■
日
　
時
　
３
月
24
日(

火)
 

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
中
央
公
民
館
　
視
聴
覚
室

■
参
加
資
格
　
マ
ー
ジ
ャ
ン
の
出
来
る
方
。
老
若
男
女
国

　
　
　
　
　
　
籍
問
わ
ず
ど
な
た
で
も
！

■
競
技
規
定
　
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル(

勝
ち
抜
き
特
点
順
位)

■
参
加
費
　
一
〇
〇
〇
円

■
賞
　
品
　
優
勝
他
参
加
賞
等
あ
り

■
締
切
り
　
３
月
17
日(

火)

　
午
後
５
時

■
定
　
員
　
24
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り)

●
申
込
先
　
℡
72
‐
１
５
２
３(

横
地)

※
昼
食
・
飲
み
物
付
き

※
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
毎
週
火
曜
日
中
央
公
民
館
で
開

　
催
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

　
ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
不
思
議
な
ダ
ン
ス
。
８
人
と
号

令
を
か
け
る
人
が
い
れ
ば
ど
こ
で
も
踊
れ
る
ダ
ン
ス
。
頭

と
体
の
体
操
で
す
。
男
女
及
び
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
お

一
人
で
も
お
友
達
同
士
で
も
結
構
で
す
。

【
ビ
キ
ナ
ー
講
習
会
】

■
日
　
時
　
４
月
２
日(

木)

～

　
　
　
　
　
毎
週(

木
曜
日)

　
午
後
７
時
30
分
～
10
時

■
場
　
所
　
町
中
央
公
民
館

■
費
　
用
　
会
費
は
１
ヶ
月
、
千
円(

テ
キ
ス
ト
代
含)
　

　
　
　
　
　
但
し
２
回
ま
で
は
無
料
体
験
。

※
４
月
４
日(

土)

か
ら
は
、
小
立
の
林
公
民
館
で
も
講
習

　
会
を
実
施
し
ま
す
。
午
前
９
時
～
11
時
30
分
。
子
供
は

　
無
料
と
な
り
ま
す
。

●
問
合
せ
　
河
口
湖
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
小
川
君
江
　
℡
73
‐
２
６
０
２

　
日
本
の
伝
統
芸
能
を
担
っ
て
い
る
若
手
能
楽
師
た
ち

が
、
伝
統
文
化
の
普
及
と
い
う
趣
旨
で
ほ
ぼ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
専
門
の
話
と
能
・
狂
言
を
演
じ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
是
非
、
こ
の
機
会
に
日
本
の
伝
統
芸
能
を
味
わ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
　
時
　
５
月
15
日
（
金
）
午
後
５
時
30
分
開
演

■
場
　
所
　
常
在
寺
本
堂
（
小
立
）

■
入
場
料
　
５
０
０
０
円(

全
席
自
由
、2
5
0
席)

■
内
　
容

　
　
第
一
部
　
講
話
（
狂
言
の
家
に
生
ま
れ
て
）

　
　
第
二
部
　
仕
舞
「
野
守
」
　
　
角
当
　
行
雄

　
　
　
　
　
　
狂
言
「
昆
布
売
」
　
山
本
　
則
重
他

　
　
　
　
　
　
能
　
「
楊
貴
妃
」
　
角
当
　
直
隆
他

●
問
合
先
　
河
口
湖
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ベ
ル

　
　
　
　
　
　
℡
73
‐
2
5
8
8

　
「
薪
を
用
意
し
、
そ
れ
を
焚
き
、
灰
を
始
末
す
る
」
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
と
炎
の
美
し
さ
、
暖
か
さ
を
楽
し
ん
で
い
る
薪

ス
ト
ー
ブ
が
好
き
な
有
志
の
集
ま
り
で
す
。
薪
ス
ト
ー
ブ

に
関
連
す
る
勉
強
会
や
薪
づ
く
り
の
実
践
会
、
懇
親
会
な

ど
で
情
報
交
換
を
し
て
い
ま
す
。

　
森
に
手
が
入
り
、
再
び
新
し
い
森
が
作
ら
れ
る
循
環
の

き
っ
か
け
に
寄
与
す
る
活
動
も
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
広
葉
樹
は
薪
ス
ト
ー
ブ
の
重
要
な
資
源
。
処

理
に
お
困
り
の
方
や
格
安
で
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
方
、
薪

に
関
す
る
情
報
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
連
絡
先

　
　
杉
田
正
樹
　
０
９
０
‐
８
３
０
５
‐
７
８
４
９



広
報
富
士
河
口
湖

　
２５

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

日
本
の
木
工
伝
統
工
芸
・
組
子
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

赤
ち
ゃ
ん
小
組
　
親
子
リ
ズ
ム
小
組
体
験
会

山
梨
県
弁
護
士
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

(

財)

富
士
桜
育
英
会

　
　
第
23
回
奨
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

春
休
み
子
ど
も
の｢

き
こ
え｣

と｢

こ
と
ば｣

の

　
　
　
相
談
会
の
お
知
ら
せ

　
　
山
中
誉
昭
　
０
９
０
‐
４
９
３
８
‐
９
１
１
８

　
　
清
水
政
樹
　
０
９
０
‐
３
３
３
９
‐
０
０
８
９

　
　
勝
村
　
章
　
０
９
０
‐
９
８
４
０
‐
３
６
３
６

■
日
時
と
場
所
　

　
３
月
11
日
（
水
）
県
立
富
士
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
３
月
21
日
（
土
）
富
士
吉
田
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

■
内
容
と
時
間

　
「
赤
ち
ゃ
ん
小
組
」
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
　
お
母
さ
ん
の
う
た
い
か
け
で
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
い

　
　
ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
の
寝
ら
れ
る
座
布
団
を
用
意
（
予

　
　
約
制
）

　
「
親
子
リ
ズ
ム
小
組
」
　
午
前
10
時
30
分
～
12
時

　
　
発
達
に
応
じ
た
リ
ズ
ム
遊
び
で
脳
を
刺
激
し
ま
す
。

　
　
バ
ス
タ
オ
ル
や
飲
み
物
を
用
意（
参
加
費
1
0
0
円
、

　
　
予
約
制
）

●
問
合
先
　
中
村
　
℡
89-

2
5
4
6

　
　
　
　
　
秋
山
　
℡
22-

5
9
9
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
0
9
0-

1
8
0
5-

2
0
7
2
）

　
組
子
と
い
う
日
本
の
木
工
伝
統
工
芸
を
皆
さ
ん
も
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
で
も
指
導
者
が
い
ま
す

の
で
簡
単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。毎
月
２
～
３
回
、組

子
の
制
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

■
日
　
時
　
3
月
8
・
22
日
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
　
所
　
小
室
浅
間
神
社
（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
）

■
費
　
用
　
材
料
代
　
２
５
０
０
円

●
問
合
先
　（
仮
称
）組
子
研
究
会
　
斎
藤（
24-

1
4
8
0
）

■
講
習
日
　
４
月
中
旬
か
ら
32
日
間

■
時
　
間
　
午
後
６
時
～
10
時

■
受
講
料
　
訓
練
校
会
員
４
万
円
、
会
員
外
４
万
２
千
円

■
締
切
り
　
３
月
31
日
（
火
）

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会 

℡
22
‐
５
２
１
４

＝
５
月
の
在
職
者
訓
練
＝

■
講
座
名
　
初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
（
２
）
、
シ

　
　
　
　
　
ー
ケ
ン
ス
制
御
の
基
礎
、
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

■
時
　
間
　
い
ず
れ
も
午
後
６
時
～
９
時

■
受
講
料
　
い
ず
い
れ
も
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
４-

43-

８
９
１
１

＝
５
月
・
６
月
在
職
者
訓
練
講
座
＝

　
ワ
ー
ド
（
基
礎
）
、
ワ
ー
ド
（
応
用
）
、
接
遇･

応
対
の
た
め

の
中
国
語
、宅
地
建
物
取
引
主
任
者
�
・
�
、エ
ク
セ
ル（
基

礎
）

■
場
　
所
　
産
業
技
術
短
期
大
学
校
（
甲
州
市
塩
山
）

■
受
講
料
　
い
ず
れ
の
講
座
も
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
℡
０
５
５
３
‐
32
‐
５
２
０
２

　
経
済
的
理
由
で
、
高
等
学
校
に
就
学
困
難
な
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
援
助
し
ま
す
。

■
奨
学
金
　
毎
月
７
万
円
×
３
年
間
（
返
済
不
要
）

■
対
　
象
　
学
校
長
に
よ
る
推
薦
者
の
中
か
ら
、
財
団
の

　
　
　
　
　
選
考
委
員
会
で
８
～
12
人
を
決
定

■
申
込
み
　
高
等
学
校
入
学
後
５
月
末
ま
で
に
学
校
へ

　
　
　
　
　
申
し
込
み
、学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ
と
。

※
奨
学
金
賛
助
会
員
募
集

　
富
士
桜
育
英
会
は
、
富
士
北
麓
地
域
の
有
志
の
皆
さ
ん

　
の
善
意
の
持
ち
寄
り
金
（
賛
助
会
費
）
に
よ
り
昭
和
62

　
年
に
発
足
し
現
在
ま
で
に
1
8
9
人
も
の
卒
業
生
を

　
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
苦
学
生
を
援

　
助
で
き
る
よ
う
、賛
助
会
員
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

■
問
合
先 

(

財)

富
士
桜
育
英
会
事
務
局
℡
24-

２
３
３
１

　
お
子
さ
ま
の
「
き
こ
え
」「
こ
と
ば
」
の
こ
と
で
不
安
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
少
し
で
も
不
安
の
あ
る
方
は
、
是
非
ご

相
談
く
だ
さ
い
。電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

■
日
　
時
　
３
月
19
日(

木)

～
20
日(

金)

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
場
　
所
　
県
立
ろ
う
学
校(

山
梨
市
大
野
1
0
0
9)

　
　
　
　
　
乳
幼
児
指
導
室(

2
階)

■
対
象
児
　
０
歳
児
よ
り

■
申
込
方
法
　
事
前
に
電
話
か
F
A
X
で
日
時
を
予
約

　
し
て
下
さ
い(

締
切
り
は
３
月
16
日
午
後
５
時)

※
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
完
全
個
別
予
約
制
で
秘

　
密
は
厳
守
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
の
相
談
も
常
時
受
付
け

　
て
い
ま
す
。但
し
相
談
会
期
間
中
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。こ

　
の
相
談
会
は
ろ
う
学
校
入
学
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
合
先
　
℡
0
5
5
3-

22-

1
3
7
8
　

　
　
　
　
　F

A
X

0
5
5
3-

22-

6
4
1
9

　
　
　
　
　e

-
m
a
i
l

　s
o
d
a
n
@
r
o
g
a
k
o
.
k
a
i
.
e
d
.
j
p

　
　
　
　 

「
き
こ
え
と
こ
と
ば
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
中
込

■
日
　
時
　
３
月
14
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

■
相
談
内
容
　
解
雇
、
労
働
条
件
、
未
払
い
賃
金
、
住
宅
ロ

　
　
　
　
　
　
ー
ン
な
ど
各
種
債
務
な
ど
に
関
す
る
相
談

■
相
談
方
法
　
電
話
の
み
（
面
談
相
談
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

■
電
話
番
号
　
℡
０
５
５
‐
２
３
５
‐
７
２
０
２

●
問
合
先
　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
　
　
℡
0
5
5
‐
2
3
5
‐
7
2
0
2

全
国
一
斉
派
遣
切
り
・
雇
い
止
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

＝
２
級
建
築
士
　
受
験
準
備
講
座
＝
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報
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士
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２６

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
富
士
ヶ
嶺
地
区
開
拓
の
歴
史
（
二
）

　
前
回
に
引
き
続
き
ま
し
て
、
富
士
ヶ
嶺
地
区
の
開
拓
の

歴
史
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

　
農
業
の
生
産
に
お
い
て
は
比
較
的
土
が
多
か
っ
た
南
地

区
で
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
八
月
に
青
草
を
刈
り
取

り
、
火
入
れ
を
し
た
後
に
大
根
の
タ
ネ
を
播
い
た
と
こ
ろ
、

八
〇
セ
ン
チ
余
の
立
派
な
大
根
が
栽
培
・
収
穫
で
き
た
の

で
、
翌
年
か
ら
静
岡
県
の
三
島
市
場
に
出
荷
を
始
め
ま
し

た
。皮
が
滑
ら
か
で
伸
び
も
良
く
味
が
い
い
と
評
判
も
上
々

で
、
御
年
配
の
方
な
ら
記
憶
に
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
以
後
、
こ
れ
が
「
豊
茂
大
根
」
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
品

に
成
長
し
て

い
く
事
に
な

り
ま
す
。
気

象
条
件
や
土

と
の
相
性
が

良
か
っ
た
よ

う
で
、そ
の
後
、

富
士
ヶ
嶺
地

区
全
体
で
作

ら
れ
て
い
き

ま
し
た
。
開

墾
の
時
に
は

土
を
寄
せ
合

い
深
く
し
て

大
根
の
生
産

に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
場
へ
の
出
荷
し
始
め
た
年
の
十
一
月
に
は
富

士
ヶ
嶺
地
区
と
鳴
沢
村
や
静
岡
県
側
の
人
穴
と
を
結
ぶ「
富

士
ヶ
嶺
開
拓
幹
線
道
路
」（
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
開

通
）
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
産
業
の
発
展
や
生
活
の
向
上
に

期
待
を
ふ
く
ら
ま
せ
ま
し
た
。

　
翌
年
か
ら
国
や
県
の
補
助
で
土
壌
改
良
資
材
と
し
て
炭

酸
カ
ル
シ
ウ
ム
や
溶
燐
の
肥
料
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
収

穫
量
も
増
え
た
の
で
昭
和
三
十
九
年
（
一
九
六
四
）
ま
で
続

け
ら
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
、
国
の
農
協
法
の
制
定
も

あ
り
、
富
士
豊
茂
開
拓
農
協
が
設
立
さ
れ
、
開
拓
団
の
仕
事

が
引
き
継
が
れ
、
団
は
解
散
し
ま
す
。
事
務
処
理
を
一
年
程

か
け
て
完
了
、
こ
の
後
、
大
根
の
生
産
拡
大
と
と
も
に
農
協

も
成
長
へ
と
向
か
い
ま
す
。
年
ご
と
に
大
根
の
生
産
が
伸

び
る
中
、
市
場
で
の
評
判
が
か
な
り
良
く
高
値
で
取
り
引

き
さ
れ
る
た
め
、
東
京
や
横
浜
、
関
西
ま
で
出
荷
す
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
に
は
付
加
価

値
の
高
い
た
く
あ
ん
に
加
工
し
て
販
売
、
共
同
施
設
資
金

を
借
り
て
「
た
く
あ
ん
工
場
」（
写
真
�
）
を
建
設
し
ま
す
。

そ
の
後
、
大
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、
全
体
の
大
根
収
穫
量
の

三
分
の
二
程
が
加
工
さ
れ
る
ま
で
に
『
富
士
ヶ
嶺
た
く
あ

ん
』
が
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
た
だ
昭
和
二
十
八
年
、
二
十
九
年
（
一
九
五
三
、
一
九
五

四
）
と
連
続
し
て
低
温
冷
災
害
が
あ
り
作
物
が
全
滅
状
態

に
お
ち
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
頃
ま
で
に
は
主
に
大
根
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

財
を
元
手
に
乳
牛
を
買
い
、
少
し
ず
つ
酪
農
を
兼
ね
る
農

家
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
冷
災
害
を
き
っ
か
け
に
気
候

に
左
右
さ
れ
に
く
い
酪
農
へ
の
道
を
本
格
的
に
歩
み
始
め

る
事
に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
折
、
昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
〇
）
に
農
林
省

と
県
か
ら
農
協
に
対
し
て
富
士
ヶ
嶺
地
区
の
米
軍
演
習
地

接
収
の
打
診
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
は
二
年
続
き
の
不
作

に
加
え
二
年
前
に
忍
野
村
の
梨
ヶ
原
開
拓
地
が
保
証
料
を

も
ら
い
、
立
ち
退
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
動
揺
も
大
き

く
、
住
民
会
議
を
開
い
て
相
談
を
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

「
開
拓
の
初
志
を
貫
く
べ
し
」
と
の
声
が
多
く
、
住
民
は
一

と
よ
し
げ
だ
い
こ
ん

よ
う
り
ん

最盛期のたくあん工場(写真�)

お
め
で
た
（
出
生
）

お
子
さ
ん

父

母

【
1
月
21
日
か
ら
2
月
17
日
ま
で
】

お
く
や
み
（
死
亡
）

届
出
人

小
佐
野
天
翔
　
　
英
　
樹
　
雅
由
見
　
船
津

鈴
木
　
音
瑛
　
　
祐
　
介
　
裕
　
美
　
船
津

小
林
　
莉
乃
　
　
雅
　
俊
　
真
　
由
　
船
津

柳
田
　
優
衣
　
　
文
　
博
　
福
　
代
　
船
津

渡
邊
　
楓
佳
　
　
　
崇
　
　
智
　
子
　
船
津

宮
下
　
太
地
　
　
巨
　
源
　
憂
　
子
　
船
津

小
池
　
凌
生
　
　
匡
　
樹
　
美
紀
子
　
船
津

三
枝
　
萌
花
　
　
健
　
一
　
　
薫
　
　
船
津

渡
邊
　
　
翼
　
　
三
　
大
　
千
　
恵
　
小
立

渡
邊
　
真
帆
　
　
佑
　
樹
　
杏
　
奈
　
小
立

渡
邊
　
望
友
　
　
武
　
志
　
千
　
尋
　
小
立

渡
邊
　
稜
真
　
　
智
　
浩
　
真
　
樹
　
小
立

町
田
あ
ゆ
菜
　
　
国
　
男
　
陽
　
子
　
小
立

中
村
　
泰
晟
　
　
忠
　
敬
　
知
　
美
　
河
口

外
川
　
礼
唯
　
　
　
聡
　
　
絵
　
里
　
河
口

沖
山
　
悠
太
　
　
　
裕
　
　
　
香
　
　
勝
山

流
石
　
和
樹
　
　
勝
　
英
　
亜
　
矢
　
勝
山

三
浦
　
康
平
　
　
　
貢
　
　
貴
美
子
　
勝
山

皆
川
　
耀
生
　
　
光
　
一
　
有
　
里
　
長
浜

渡
辺
　
匠
真
　
　
唯
　
男
　
容
　
子
　
西
湖
西

羽
上
　
明
宏
　
62
歳
　
羽
上
惠
美
子
　
船
津

富
田
　
勝
平
　
88
歳
　
富
田
　
　
治
　
船
津

外
川
　
幸
一
　
61
歳
　
外
川
　
　
子
　
船
津

渡
邉
　
義
久
　
83
歳
　
渡
邉
小
百
合
　
船
津

つ
ば
さ

と
う
あ

り
　
の

ゆ
　
い

ふ
う
か

ま
　
ほ

み
　
ゆ

り
ょ
う
ま

た
い
せ
い

れ
　
い

ゆ
う
た

と
も
き

こ
う
へ
い

て
る
き

し
ょ
う
ま な

だ
い
ち

り
ょ
う

も
　
かつ

ば
さ
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２７

丸
と
な
っ
て
反
対
し
、
解
決
へ
と
向
か
い
ま
す
。

　
そ
の
甲
斐
も
あ
り
、翌
年
の
昭
和
三
十
一
年（
一
九
五
一
）

三
月
、
上
九
一
色
村
字
本
栖
三
ヶ
水
か
ら
「
富
士
ヶ
嶺
」
と

公
式
の
行
政
区
画
と
な
り
、
地
番
の
設
定
も
順
次
、
行
わ
れ

ま
し
た
。
同
時
期
に
開
拓
者
へ
の
土
地
の
売
却
、
登
記
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
十
年
近
く
待
ち
望
ん
で
い
た
払
い
下

げ
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
し
た
（
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六

七
）
手
続
き
終
了
）
。

　
喜
び
は
続
き
ま
し
た
。
同
年
大
阪
中
央
市
場
で
行
わ
れ

た
全
国
た
く
あ
ん
品
評
会
で
『
富
士
ヶ
嶺
た
く
あ
ん
』
が
見

事
最
優
秀
と
な
り
、
農
林
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
、
全
国
に

名
を
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
大
根
の
生
産
は
さ
ら

に
伸
び
、
最
盛
期
に
は
一
万
二
〇
〇
〇
ト
ン
、
出
荷
額
は
一

億
五
〇
〇
〇
万
円
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、「
大
根
の
産
地
は
移
動
す
る
」
と
言
わ
れ
、
地
方

消
耗
型
の
作
物
は
連
作
障
害
な
ど
で
昭
和
四
十
年
（
一
九

六
五
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
並
行
し
て
行
わ
れ
て
き
た
酪
農
へ
の
道
が
昭
和
三
十
六

年
（
一
九
六
一
）
に
国
の
畜
産
生
産
地
形
成
事
業
の
主
産
地

指
定
を
受
け
、
一
気
に
加
速
し
ま
す
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
ト

ラ
ク
タ
ー
等
の
大
型
機
械
の
導
入
で
な
だ
ら
か
で
広
い
牧

草
地
が
少
し
ず
つ
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
技
術
面
で
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
病
気
に
な
る
牛
も
い
ま

し
た
が
、
獣
医
や
営
農
指
導
員
の
助
力
を
得
て
、
克
服
し
て

い
き
ま
す
。
昭
和
四
十
年
に
は
優
良
開
拓
者
の
全
国
表
彰

を
受
け
る
農
家
も
現
わ
れ
、
よ
う
や
く
軌
道
に
乗
り
始
め

た
時
期
で
し
た
。
こ
の
後
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
り
牛

乳
の
消
費
も
伸
び
、
乳
牛
頭
数
が
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六

二
）
に
は
五
〇
〇
頭
を
超
え
、
国
の
開
拓
行
政
が
終
わ
る
昭

和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
に
は
一
八
〇
〇
頭
に
ま
で
増
え

て
い
ま
し
た
。

　
た
だ
困
っ
た
の
は
牛
の
飲
水
の
量
が
増
え
た
事
で
、
本

栖
揚
水
で
は
水
利
権
の
関
係
か
ら
ま
か
な
い
き
れ
ず
、
再

度
地
元
で
の
水
源
確
保
に
挑
戦
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
五
）
二
月
、
め
で
た
く
日
量
一
〇

〇
〇
ト
ン
の
水
源
に
恵
ま
れ
、
水
問
題
は
解
決
し
ま
す
。
お

か
げ
で
平
成
四
年
以
降
は
、
年
間
乳
量
一
万
ト
ン
以
上
を

記
録
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
富
士
ヶ
嶺
地

区
の
酪
農
は
成
功
を
お
さ
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）
六
月
、
開
拓
祭
が
行
わ
れ

「
開
拓
之
碑
」（
写
真
�
）
の
除
幕
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
厳
し

い
自
然
災
害

や
数
々
の
苦

難
を
耐
え
抜

い
た
入
植
者

の
血
と
汗
と

涙
の
物
語
が

一
杯
に
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
熱
き
開

拓
者
魂
と
教

訓
を
後
世
に

伝
え
る
た
め

に
も
文
化
財

に
匹
敵
す
る

価
値
を
見
出

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
小
堂
　
好
也
）

※
追
記
…
前
月
号
『
富
士
ヶ
嶺
地
区
開
拓
の
歴
史
（
一
）
』
の

　
　
　
　
文
中
に
て
「
北
海
道
十
勝
国
豊
頃
村
字
ウ
シ
シ

　
　
　
　
ョ
ベ
ツ
」と
記
載
い
た
し
ま
た
が
、正
し
く
は「
北

　
　
　
　
海
道
十
勝
国
豊
頃
村
字
ウ
シ
シ
ュ
ベ
ツ
」
の
誤

　
　
　
　
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 開拓之碑(写真�)

お
し
あ
わ
せ
に
（
結
婚
）

人口

男

女

世帯

　　25,899人
(＋7)

 12,743人
(＋4)

 13,156人
　(＋3)

 8,977  
(＋8)

人のうごき人のうごき人のうごき

世帯

2月1日現在の
人口・世帯

Happy Wedding

梶
原
久
美
子
　
51
歳
　
梶
原
　
治
仁
　
船
津

古
屋
ひ
ち
の
　
96
歳
　
古
屋
　
孝
三
　
船
津

古
屋
　
勝
男
　
83
歳
　
古
屋
　
峯
子
　
小
立

渡
邊
　
信
彦
　
84
歳
　
渡
邊
　
房
枝
　
小
立

渡
邊
　
登
一
　
102
歳
　
渡
邊
　
繁
夫
　
小
立

古
屋
ま
め
子
　
84
歳
　
古
屋
　
　
一
　
河
口

笠
井
　
睦
美
　
73
歳
　
笠
井
　
典
子
　
河
口

　
見
澤
春
子
　
105
歳
　
　
見
澤
一
弘
　
大
石

堀
内
　
千
　
　
81
歳
　
堀
内
千
代
治
　
大
石

流
石
　
竹
史
　
48
歳
　
流
石
　
元
幸
　
勝
山

渡
辺
　
秀
勝
　
74
歳
　
渡
辺
　
洋
子
　
大
嵐

古
内
　
和
也 

 

＝ 
 

豊
田
　
沙
織
　
船
津

青
木
誉
志
幸 

 

＝ 
 

佐
野
　
友
美
　
船
津

坂
本
　
大
輔 

 

＝ 
 

宮
下
ゆ
か
り
　
船
津

澤
田
　
隆
幸 

 

＝ 
 

後
藤
真
由
美
　
船
津

堀
内
　
　
晃 

 

＝ 
 

小
澤
　
真
美
　
大
石

三
浦
　
　
力 

 

＝ 
 

料
所
　
珠
子
　
西
湖

日 
 
 

時
　
4
月
7
日 (

火)

　
　
　 

 
 

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時

場 
 
 

所
　
河
口
湖
商
工
会

問
合
せ
　
山
梨
社
会
保
険
事
務
局
大
月
事
務
所

　
　
　
　
　
℡
0
5
5
4-

22-

3
8
1
1

国
民
年
金
・
社
会
保
険
相
談
所



地球環境にやさしい町づくりを進めています。

ISO 14001 認証取得

休日・夜間の救急医の問い合わせ先　℡２３－４４４４　(富士五湖消防本部テレフォンサービス)
平日　午後5時～、土曜日　12時から、日曜・祝祭日　午前8時～

EC00J0306

広
報
富
士
河
口
湖

　
２８

１９３０年代初めにフィンランドのクロスカントリースキーチームの夏場のテクニックトレーニング

として、ポールを持ってハイキングやランニングをした事からはじまります。それ以降、クロス

カントリースキー競技者にとって重要なオフシーズンのトレーニング方法となっています。

☆脚だけでなくポールを有効に使うことによって、腕から胸部にかけての上体の筋肉をも使い、

　通常のウオーキングに比べ運動効率を約２０％アップします。

☆ポールを使うことにより、２足歩行から４足歩行となり、足腰への負担が軽減されます。

　転倒の抑止効果にもなり下肢に不安のある方にも安心して行っていただけます。

☆１時間あたり４００キロカロリーを消費することができます。

　（通常のウォーキングは２８０キロカロリーの消費）

富士河口湖町民の皆様は参加費

ウオーキングの国際大会

無料

11th IVV OLYMPIAD 200911th IVV OLYMPIAD 200911th IVV OLYMPIAD 2009
期　日：５月１４日(木)～１７日(日)

主会場：河口湖総合公園

種　目：ウオーキング、サイクリング、スイミング、

　　　 ノルディックウオーク（レンタルポール代３００円かかります）

問合先：７２-４７７２（ＩＶＶオリンピアード実行委員会）

歴史

効果

ノルディックウォーキングとは…

専門指導員によるノルディックウォーキング体験会が開催されます。

この機会にぜひ体験してみて下さい。

　
福
祉
推
進
課
で
は
、町
内
保
育
所

の
調
理
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。希

望
さ
れ
る
方
は
、３
月
16
日
ま
で
に

履
歴
書
を
ご
持
参
の
上
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。
応
募
多
数
の
場
合
は
、

面
接
の
上
採
用
者
を
決
定
し
ま
す
。

■
住
所
要
件
　
町
内
在
住
の
方

■
業
務
職
種
　
保
育
所
給
食
調
理
等

■
勤
務
地
　
　
管
内
保
育
所

■
採
用
人
員
　
２
名

■
年
齢
要
件
　
18
歳
以
上

　
　
　
　
　
　
55
歳
位
ま
で

●
問
合
・
申
込
先

　
福
祉
推
進
課  

℡
72
‐
６
０
２
８

　
　

　　
船
津
公
園
墓
地
で
は
墓
地
内
を

管
理
し
て
い
た
だ
く
管
理
人
を
募

集
し
ま
す
。

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、履
歴
書
を
持

参
し
、町
役
場
３
階
環
境
課
へ
３
月

13
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、採
用
可
否
の
連
絡
は
管
理

会
で
の
選
考
後
と
な
り
ま
す
。

■
募
集
要
件
　

　
・
船
津
地
区
在
住
の
方
、心
身
と
も

　

健
康
な
方

　
・
土
・
日
・
祝
日
等
、勤
務
で
き
る
方

　
・
普
通
免
許
証
を
所
有
し
て
い
る
方

■
業
務
内
容
　

　
墓
地
園
内
の
管
理
、清
掃
等

■
採
用
人
員
　
１
名

■
勤
務
場
所
　

　
船
津
公
園
墓
地（
富
士
の
里
）

■
勤
務
時
間
　

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

●
問
合
先
　
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
℡
72
‐
３
１
６
９

　
船
津
財
産
区
で
は
三
ノ
段
・
天
上

山
等
の
区
有
地
を
管
理
す
る
業
務

員
を
募
集
し
ま
す
。希
望
さ
れ
る
方

は
、履
歴
書
と
健
康
状
態
が
わ
か
る

診
断
書
等（
町
で
行
う
健
康
診
断
の

結
果
表
で
も
可
）
を
持
参
し
、
町
役

場
２
階
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務

局
へ
３
月
13
日
ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
採
用
可
否
の
連
絡
は
管
理

会
で
の
選
考
後
と
な
り
ま
す
。

■
住
所
要
件
　

　
船
津
地
区
在
住
の
方

■
業
務
内
容
　
区
有
地
内
の
伐
採
・

　
下
刈
り
・
清
掃
等

■
採
用
人
員
　
若
干
名

■
勤
務
場
所
　
天
上
山
・
三
ノ
段
他

　
船
津
財
産
区
有
地

■
勤
務
時
間
　

　
午
前
８
時
～
午
後
５
時
　

　
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
雇
用

●
問
合
先
　

　
総
務
課
船
津
財
産
区
事
務
局
　

　
　
　
　
　
　
　
℡
72-

１
１
１
２

臨
時
業
務
員

船
津
公
園
墓
地
管
理
人

船
津
財
産
区
業
務
員

求
人
募
集
コ
ー
ナ
ー


